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ま え が き 
 

経営不振に陥った企業が営む事業を再び建て直す「事業再生」の試みが、ここ数年急速に

増加し、社会的な関心を集めている。しかし、これまでの議論の多くは、事業再生に伴う利

害調整を円滑に進めるための、あるいは事業再生の経済的価値を最大化するための仕組みや

ノウハウに関するもので、事業再生による企業組織の変化やその際の労働条件、人事管理の

変更については比較的知見が少なかった。組織の変動やそれに伴う雇用・労働条件の変更は、

いずれも事業再生の対象となる企業で働く従業員に大きな影響を与えることが予想され、そ

れ自体事業再生の取り組みが広がる中で見過ごすことのできない事象である。加えて、事業

再生を着実に進めるという視点からも、事業再生を経験した企業でどのような人事管理が実

施されているかについて、実態の把握と検討とが求められよう。 

そこで、当機構では 2004 年から 2006 年にかけて、事業再生を経験した企業に対して事例

調査を行った。また、2005 年から 2006 年にかけて 8 回の研究会を開催し、事業再生に関わ

る実務家から、事業再生過程における雇用問題・人事管理の取組みについて聞き取りを行っ

た。事例調査の結果については、これまで労働政策研究報告書 No.30『人材・雇用の面から

見た事業再生－５社の事例研究から－』（2005 年 5 月刊行）、No.94『事業再生過程における

経営・人事管理と労使コミュニケーション』（2007 年 10 月刊行）として取りまとめてきたが、

今回、これらの報告書に引き続き、実務家からの聞き取りを調査シリーズの形で取りまとめ

ることとした。 

お忙しい中、研究会にご参加いただき貴重なお話をしていただいた実務家の方々はじめ研

究会で活発に議論を展開していただいた皆様に、この場を借りて厚く御礼申し上げたい。 

 

本調査シリーズが企業経営者、労働者、政策担当者をはじめ、事業再生・事業再編過程に

おける雇用・労働問題に関心がある方々に資するところがあれば幸いである。 

 

2008 年 3 月 

独立行政法人 労働政策研究･研修機構 

理事長  稲  上    毅 
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なお、第Ⅰ部の編集作業には、才川智弘（労働政策研究・研修機構 調査・解析部 調査

員）も参加した。 
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